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 クラウンエーテル樹脂を用いたカラムクロマトグラフ法によりモリブデンの同位体分離を行った。1 mのガ

ラスカラムに樹脂を充填させ、モリブデン塩酸溶液を注入した。得られたサンプルの同位体比をマルチコレ

クター型誘導結合プラズマ質量分析計(MC-ICP-MS)で精密測定した。 
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1. 諸言 

 核医学検査の一つである SPECTには放射性薬剤として 99mTcが利用されている。99mTcは 99Mo からの崩

壊により生成される。現在 99Mo は全て海外から輸入されており、国産化が検討されている。国産化の一つの

手法として 100Mo(,n) 99Mo 反応を用いた生成法がある。本研究ではこの反応の効率化を目的とし、クラウン

エーテル樹脂を用いたカラムクロマトグラフ法によりモリブデンの同位体分離を行った。マルチコレクター

型誘導結合プラズマ質量分析計(MC-ICP-MS)で精密同位体分析を行い、同位体分離係数を求めた。 

 

2. 実験方法 

2 M, 5 M, 9 Mの塩酸それぞれに Mo(Ⅵ)を 0.1 Mになるように溶解させた。1 m のガラスカラムにクラウ

ンエーテル樹脂(DB21C7,DB18C6)をそれぞれ充填し、コンディショニングを行った。樹脂にモリブデン塩酸

溶液を高圧ポンプにより注入し、溶離液を 2 mlずつ回収した。得られたサンプルを誘導結合プラズマ発光分

光分析装置(ICP-AES)によりモリブデン濃度分析を行った。MC-ICP-MS を用いてサンプルのモリブデン同

位体比を測定した。測定結果から同位体分離係数と分離一段の高さ(HETP)を求めた。[1][2] 以上の結果よ

り、同位体分離係数が最も高かった 9 M塩酸において

DB15C5(1 m)と DB21C7(2 m)の同位体分離実験を行

い、同位体分離係数と HETPを評価した。 

 

3. 結果・考察 

 DB18C6resin、9 M塩酸の結果を図 1に示す。同位

体測定の結果、前端のサンプルに重いモリブデン同位

体が濃縮していることが分かった。最も高い同位体濃

縮係数はDB18C6の 9 M 塩酸で 100=2.5×10-4であっ

た。しかし、HETPは DB21C7の方が短く、分離性能

が良いことが分かった。 
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図 1 DB18C6resin 9 M塩酸の結果 
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